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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

被
用
者
年
金
一
元
化
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
24
年
8
月
に
成
立
し
た

「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
」
に
よ

り
平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
厚
生
年
金
と
三
つ
の
共
済

年
金
に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年

金
制
度
が
厚
生
年
金
制
度
に
統
一

さ
れ
ま
す
。

　
主
な
変
更
事
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

1
．
年
金
相
談
に
関
す
る
事
項

　
共
済
組
合
な
ど
が
管
理
す
る
年

金
記
録
の
う
ち
、
平
成
27
年
10
月

以
降
に
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利

が
発
生
す
る
被
保
険
者
及
び
受
給

者
の
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金

機
構
（
年
金
事
務
所
）
の
窓
口
に

お
い
て
も
年
金
相
談
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

注
１　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
、

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
、
私
立

学
校
教
職
員
共
済
を
指
し
ま
す
。

⑴
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

で
相
談
が
可
能
と
な
る
の
は
厚

生
年
金
に
限
り
ま
す
。（
共
済

年
金
に
関
す
る
相
談
は
行
え
ま

せ
ん
。）

⑵
共
済
組
合
な
ど
が
支
払
す
る
厚

生
年
金
に
つ
い
て
、
日
本
年
金

機
構
（
年
金
事
務
所
）
で
行
え

る
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
受
給
者
記
録
に
関
す
る
照
会

　
共
済
組
合
な
ど
が
支
払
い
す
る

年
金
に
つ
い
て
、
年
金
額
、
年
金

額
の
変
更
理
由
、
支
払
額
な
ど
に

関
す
る
照
会

※
年
金
額
の
根
拠
や
改
定
に
至
っ

た
経
緯
な
ど
を
確
認
さ
れ
る
場
合

や
加
入
期
間
の
調
査
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
決
定
・
処
分
を
行
っ
た

各
共
済
組
合
な
ど
に
直
接
照
会
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
被
保
険
者
記
録
に
関
す
る
照
会

　
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間
を

有
す
る
方
か
ら
の
被
保
険
者
記
録

（
加
入
期
間
や
標
準
報
酬
月
額
な

ど
）
に
関
す
る
照
会

※
共
済
組
合
な
ど
で
管
理
す
る
加

入
期
間
や
標
準
報
酬
月
額
な
ど
の

根
拠
を
確
認
す
る
場
合
は
、
各
共

済
組
合
な
ど
に
直
接
照
会
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
年
金
の
受
給
資
格
の
有
無
に
関

す
る
照
会

　
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
き
年

金
の
権
利
が
発
生
す
る
方
か
ら
の

年
金
の
受
給
資
格
に
関
す
る
照
会

2
．
届
書
な
ど
の
受
付
に
関
す
る

事
項

⑴
厚
生
年
金
に
関
す
る
届
書
な
ど

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
又
は
共
済
組

合
な
ど
の
ど
の
窓
口
に
お
い
て

も
受
付
を
行
い
ま
す
。（
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）

⑵「
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
」

や
「
年
金
証
書
」
な
ど
、
他
の

実
施
機
関
に
係
る
加
入
期
間
や

年
金
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
添

付
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

注
2

①
平
成
27
年
10
月
以
降
に
受
給
権

が
発
生
し
た
厚
生
年
金
に
限
り

ま
す
。

②
障
害
給
付
の
届
書
な
ど
の
一
部

の
届
書
を
除
き
ま
す
。

3
．
年
金
の
決
定
・
支
払
い
に
関

す
る
事
項

⑴
老
齢
厚
生
年
金
及
び
遺
族
厚
生

年
金
（
長
期
要
件
）
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
ご

と
に
各
実
施
機
関
が
決
定
・
支

払
い
を
行
い
ま
す
。

⑵
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
手
当
金

及
び
遺
族
厚
生
年
金
（
短
期
要

件
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

初
診
日
又
は
死
亡
日
に
加
入
し

て
い
た
実
施
機
関
が
他
の
実
施

機
関
の
加
入
期
間
分
も
含
め
年

金
額
を
計
算
し
、
決
定
・
支
払

い
を
行
い
ま
す
。

注
3　
厚
生
労
働
大
臣
（
日
本
年

金
機
構
）、
国
家
公
務
員
共
済
組

合
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
、

私
立
学
校
教
職
員
共
済
を
指
し
ま

す
。

4
．
そ
の
他
の
事
項

　
被
用
者
年
金
一
元
化
に
あ
わ
せ

て
次
の
事
項
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

⑴
年
金
額
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
百
円
単
位
（
50
円
未
満
切
り

捨
て
50
円
以
上
切
り
上
げ
）
か

ら
一
円
単
位
（
50
銭
未
満
切
り

捨
て
50
銭
以
上
切
り
上
げ
）
に

変
更
し
ま
す
。

⑵
年
金
の
各
支
払
期
の
端
数
処
理

に
つ
い
て
、
各
支
払
月
に
1
円

未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
切
り
捨
て

た
金
額
の
合
計
額
を
翌
年
2
月

に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
に
加
算

し
ま
す
。

⑶
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る

方
が
国
会
議
員
又
は
地
方
議
会

議
員
で
あ
る
場
合
、
議
員
報
酬

の
月
額
及
び
期
末
手
当
の
額
と

年
金
の
額
に
応
じ
て
、
年
金
の

一
部
又
は
全
額
が
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
27
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、配
偶
者
や
ご
家
族（
お

子
さ
ん
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
国

民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
　
こ
の
た
め
、
平
成
27
年
1
月
1

日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）
か
ら
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
又
は
領
収
証
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
27
年
10

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌

年
の
2
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

8
7
5

－

1
7
1
7

▼
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す

　
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
雑
草
が
生

い
茂
り
、
火
災
や
不
法
投
棄
な
ど

の
原
因
と
な
っ
た
り
、
害
虫
の
発

生
や
有
害
鳥
獣
の
す
み
か
に
な
る

な
ど
、
周
辺
の
農
地
や
生
活
環
境

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
が
あ
る

方
は
、
草
刈
り
な
ど
の
自
己
保
全

や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
等
を
活

用
し
、
新
た
な
耕
作
者
に
貸
す
な

ど
し
て
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
（
転

用
）
す
る
場
合
は
許
可
が
必
要
で

す
　
農
地
に
家
や
お
墓
を
建
て
た
り

駐
車
場
や
資
材
置
場
と
し
て
利
用

す
る
場
合
は
、
工
事
を
始
め
る
前

に
農
地
転
用
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
農
地
で
な
い
と

思
っ
て
い
る
土
地
で
も
地
目
が
農

地
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
許

可
を
受
け
な
い
で
無
断
で
農
地
を

転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に

係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し

て
い
な
い
場
合
に
は
、
農
地
法
に

違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の

中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が

な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
違
反
転
用

　
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
3
0
0

万
円
以
下
の
罰
金
（
法
人
は
1
億

円
以
下
の
罰
金
）

◇
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

　
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用
の

場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

◇
農
業
用
施
設
用
地
へ
の
転
用

　
自
己
の
農
地
を
農
業
用
倉
庫
な

ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
施
設
に

転
用
す
る
場
合
は
、
面
積
が

2
0
0
㎡
未
満
で
あ
れ
ば
、
許
可

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず

農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

8
9
3

－

1
1
1
5

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課　
　
　

8
6
7

－

2
3
1
3

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

　
狩
猟
免
許
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル

な
ど
の
鳥
獣
被
害
に
お
困
り
の
皆

さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
県
鳥
獣
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・
第
一
種
・
第
二
種
銃
猟

　
1
月
16
日
（
土
）
10
時
〜

・
わ
な
猟

　
1
月
17
日
（
日
）
10
時
〜

▼
試
験
会
場

　
高
知
県
立
大
学
池
キ
ャ
ン
パ
ス

　
（
高
知
市
池
2
7
5
1

－

1
）

▼
申
請
手
数
料

　
5,
2
0
0
円

※
一
部
免
除
者
は
3,
9
0
0
円

▼
申
請
書
配
布
場
所

　
県
鳥
獣
対
策
課
、
い
の
地
区
猟

友
会
（
い
の
町
3
0
3
6
）

▼
申
請
期
間
・
方
法

　
12
月
12
日
（
土
）
〜
13
日
（
日
）

の
期
間
中
、い
の
地
区
猟
友
会（　

8
9
2

－

1
4
8
2
）
ま
で
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　
高
知
県
猟
友
会
に
よ
る
、
講
習

会
を
1
月
10
日
（
日
）
9
時
か
ら

実
施
し
ま
す
。
会
場
は
高
知
県
立

大
学
池
キ
ャ
ン
パ
ス
（
高
知
市
池

2
7
5
1

－

1
）
で
、
受
講
料
は

7,
0
0
0
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
鳥
獣
対
策
課82

3

－

9
0
4
2

狩
猟
免
許
取
得
補
助
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
に
よ

る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害
対
策
と

し
て
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た

め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
際
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
免
許
取

得
後
は
町
内
の
い
ず
れ
か
の
猟
友

会
に
入
会
し
、
町
内
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る

者■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
産
業
経
済
課　

　
　
　
8
9
3

－

1
1
1
5

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課

　
　
　
8
6
7

－

2
3
1
3

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
　
8
6
9

－

2
1
1
5

農
地
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

募
集

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

注
1

注
2

注
3


